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令和４年 第２回 由布市農業委員会総会議事録 

 
１. 日 時：令和４年２月２８日（月）１４時００分 

 

２. 場 所：由布市役所 本庁舎 本館３階 大会議室 

 

３. 出席委員  ９名 

会   長   ７番   縣   次 男  

副 会 長   １番   坂 本 成 一 

 

  委   員     ３番  髙 田  英 

４番  大 野 重 利 

５番  江 藤 国 子 

６番  式 田 信 一 

８番  佐 藤 孝 雄 

           ９番  佐 藤 一 富 

          １１番  佐 藤 富 雄 

 

４. 欠席委員     ２番  竹 内 正 敏 

           １０番  麻 生 秀 昭 

 

５． 議事参与が制限された委員数    ２名  

 

６. 議事日程 

（１）出席確認 

（２）会長挨拶 

（３）議  事 

  ① 農地法第18条の規定による合意解約通知について 

 ② 農地法第３条の規定による所有権移転の許可申請について 

 ③ 農地法第４条の規定による許可申請について 

 ④ 農地法第５条の規定による貸借権設定の許可申請について 

 ⑤ 農地法第５条の規定による所有権移転の許可申請について 

 ⑥ 農地等の買受適格者証明願について 

 ⑦ 非農地証明の発行について 

 ⑧ 農用地利用集積計画の決定について（貸借権設定） 

 ⑨ その他 

   （４）その他 

 

７.  出席職員 

    農業委員会事務局職員 

 事務局長 秦正次郎、次長 長松喜久一、主査 小原匡博、行政専門員 衛藤哲男 

 

８.  会議の概要 

 

事務局長 行事報告、出席確認 

出席委員は、１１名中９名の出席で会議規則第８条により総会は成立しています 

ので、只今より令和４年 第１回由布市農業委員会定例総会を開会いたします。 

会議規則第６条により会長は議長となりますので、議事進行をお願いします。 
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会長あいさつ 

 

議   長 

それでは、これより本日の会議を開きます。お諮りします。会議は本日一日間と致

したいと思いますが、これに異議ございませんか。 

 

全   員 

異議なし 

 

議   長 

異議なしと認めます。したがって、会議は本日一日間と決定しました。 

次に、会議録署名人の１名を指名します。 

本日の会議録署名委員は、議席番号６番 式田 信一委員にお願いしたいと思いま

す。宜しくお願いします。 

次に、採決についてお諮りします。 

これから、採決します日程第１から第８までの全ての件は、会議規則第１４条によ

り挙手をもって採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

全   員 

異議なし 

 

議   長 

それでは只今より会議規則第７条による議案の審議を行います。 

農業委員会会議規則第１２条により議事参与制限を受ける委員は、退席をする事と

なっていますので、よろしくお願いします。 

 

■日程 第１ 「農地法第１８条の規定による合意解約について」 

（議案第１号・２号 ２件） 

議   長 

それでは、日程第１ 農地法第１８条の規定による合意解約について、２件あります。

事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 

日程第１ 農地法第１８条の規定による合意解約について、議案朗読説明。 

 

議   長 

議案１号から２号につきましては、皆さんに報告という事で了承して頂きたいと思

います。 

 

 

■日程 第２ 「農地法第３条の規定による所有権移転の許可申請について」 

（議案第３号～７号 ５件） 

議   長 

続きまして、日程第２ 農地法第３条の規定による所有権移転の許可申請について、５

件あります。事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 
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日程第２ 農地法第３条の規定による所有権移転の許可申請について、議案朗読説

明。 

 

議   長 

それでは、議案３号ですが、議席番号１１番 佐藤 富雄委員より説明をお願いします。 

 

１１番 佐藤 富雄 委員 

はい、それでは３号議案について説明をさせていただきます。 

この渡人と受人は同じ地区内におりまして、３００ｍ～４００ｍぐらい離れたとこ

ろで住んでいるわけでありますが、渡人も高齢でありまして、受人がすぐ近くに自分

の選果場として使っている倉庫を持っているわけです。その裏側にある田んぼを売買

する話がまとまったということです。なんら問題はないかなと思います。 

渡人につきましては、これまではWCSを植えておりまして、その刈り取りを私がして

おったわけでありますが、本当に管理をよくされておりましたが来年からは受人が耕

作をするということでございます。 

皆さんのご意見をよろしくお願い申し上げます。 

 

議   長 

それでは、議案３号につきまして、質問がある方はお願いします。 

（ありません。） 

質問が無い様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、案承認致します。 

 

続きまして議案４号ですが、議席番号６番 式田 信一委員より説明をお願いしま

す。 

 

６番 式田 信一 委員 

それでは議案４号について説明をいたします。 

渡人は受人のお兄さんのお嫁さんでありまして、渡人とそのご主人が病気とかでも

う農業ができないということで、弟である受人が受けて耕作をするということであり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

議   長 

それでは、議案４号につきまして、質問がある方はお願いします。 

（ありません。） 

質問が無い様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、案承認致します。 

 

続きまして議案５号ですが、議席番号４番 大野 重利委員より説明をお願いしま

す。 

 

４番 大野 重利 委員 

それでは５号の説明をいたします。 

挾間町三船、渡人の土地ではあるんですがもう受人の土地についたような土地であ
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りまして、広さも6.55㎡と小さいので問題はないかと思います。お願いします。 

 

議   長 

それでは、議案５号につきまして、質問がある方はお願いします。 

（ありません。） 

質問が無い様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、案承認致します。 

 

続きまして議案６号ですが、議席番号４番 大野 重利委員より説明をお願いしま

す。 

 

４番 大野 重利 委員 

これは挾間町来鉢の物件です。 

受人は元々農業をやっておりますので、機械等も揃っておりますし特別問題はない

かと思います。 

よろしくお願いします。 

 

議   長 

それでは、議案６号につきまして、質問がある方はお願いします。 

（ありません。） 

質問が無い様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、案承認致します。 

 

続きまして議案７号ですが、議席番号１１番 佐藤 富雄委員より説明をお願いし

ます。 

 

１１番 佐藤 富雄 委員 

はい、それでは７号議案について説明をさせていただきます。 

申請地は渕６区というところにありまして、受人は陶芸教室をやっている方であり

まして、家の下に道路がありますがその下に位置する土地であります。 

渡人については家の近くには田んぼがいっぱいあるんですが、この１筆だけがちょ

っと離れているということで今回手放すことになったそうです。別に問題はないかな

と思います。 

よろしくお願いします。 

 

議   長 

それでは、議案７号につきまして、質問がある方はお願いします。 

（ありません。） 

質問が無い様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、案承認致します。 
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■日程 第３ 「農地法第４条の規定による許可申請について」 

（議案第８号～１０号 ３件） 

議   長 

続きまして、日程第３ 農地法第４条の規定による許可申請について、３件あります。

事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 

日程第３ 農地法第４条の規定による許可申請について、議案朗読説明。 

 

議   長 

議案８号は、髙田 英委員が議事参与制限を受けますので退席を致します。 

 

（３番 髙田 英委員 退席） 

 

議   長 

議案８号について、議席番号５番 江藤 国子委員より説明をお願いします。 

 

５番 江藤 国子 委員 

それでは、８番を説明させていただきます。 

場所は湯布院町川南の山崎公民館付近です。夢想園のちょっと手前ぐらいになるん

ですけど。 

申請人は公務員を定年退職されて、現在82歳で農業をされている方です。 

申請地は昔から水の便が悪くて、減反して約30年間保全管理をしていましたが、こ

れからは椎茸生産者にクヌギを販売するため植林用地にしたいということです。隣接

農地の方の同意書もあるので特に問題ないと思います。 

以上です。 

 

議   長 

それでは、この案件につきまして、ご質問がある方お願いします。 

ご質問ないでしょうか。 

（ありません。） 

この案件、承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

髙田 英委員 お入りください。 

 

（３番 髙田 英委員 着席） 

 

髙田委員に報告致します。 

挙手多数で、この案件許可相当と認める事にしました。 

 

３番 髙田 英 委員 

ありがとうございました。 

 

議   長 

続きまして議案９号ですが、議席番号８番 佐藤 孝雄委員より説明をお願いしま
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す。 

 

８番 佐藤 孝雄 委員 

議案9号についてでありますが、これは田んぼを宅地に転用するということで、自分

のところの家を建てるということであります。 

隣地同意それから排水の許可も取ってありますので、別に問題はないと思います。 

よろしくお願いします。 

 

議   長 

それでは、この案件につきまして、ご質問がある方お願いします。 

ご質問ないでしょうか。 

（ありません。） 

この案件、承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして議案１０号ですが、議席番号４番 大野 重利委員より説明をお願いし

ます。 

 

４番 大野 重利 委員 

それでは説明をいたします。 

挾間町古野ですが、県道から谷底をちょっと下がったところに位置します。 

申請者は農業用の施設をもうすでに建てておったんですが、そこがネギの選果場と

いうことでありまして、大きい建物が2棟ぐらい建っておりました。地図は12ページか

らをご覧ください。 

以上です。 

 

議   長 

それでは、この案件につきまして、ご質問がある方お願いします。 

 

（３番 髙田 英 委員より挙手有り） 

 

髙田委員さんどうぞ。 

 

３番 髙田 英 委員 

今、ネギの選果場と言われたんですが、14ページの計画図で従業員駐車場と書かれ

ているのは、ネギの選別作業とかに雇っている人が来る駐車場ということでいいんで

すかね？何か他の事業をされているわけではないですよね？ 

 

事 務 局 

先日現地確認に行った際に建物の中を見たんですけど、かなり、十数人ぐらいは選

別の作業をされている方もいたので、駐車台数としては適正だと思います。 

 

３番 髙田 英 委員 

わかりました。ありがとうございます。 

 

議   長 
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他にご質問ないでしょうか。 

（ありません。） 

この案件、承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

 

■日程 第４ 「農地法第５条の規定による貸借権移転の許可申請について」 

（議案第１１号～１２号 ２件） 

議   長 

続きまして、日程第４ 農地法第５条の規定による貸借権移転の許可申請について、２

件あります。事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 

日程第４ 農地法第５条の規定による貸借権移転の許可申請について、議案朗読説

明。 

 

議   長 

議案１１号について、議席番号４番 大野 重利委員より説明をお願いします。 

 

４番 大野 重利 委員 

それでは、説明を致します。 

挾間町高崎、受人の会社の資材置場へということで、受人の法人はちょいちょい農

地をつぶすので気になってはいたので、日曜日に駐車場等を確認に行ってきました。 

見てなるほどと、トラックもかなりあるし資材置場も必要と言える状況なのでしょ

うがないかなと思いまして帰ってきましたが、審議のほどよろしくお願いします。 

 

議   長 

それでは、この案件につきまして、ご質問がある方お願いします。 

 

（３番 髙田 英 委員より挙手有り） 

 

髙田委員さんどうぞ。 

 

３番 髙田 英 委員 

よく見ると二筆あるんですよね。ここへの進入路は二つの土地の間にある道が進入

路と考えていいんですか？ここからは入れるんでしょうか？どうでしょう？ 

 

事 務 局 

ここはですね、現状が既に１枚の土地になってまして、そこに里道敷があるんです

けど、今はもう1枚の農地の中に含まれてしまっているような状況となっていました。 

おそらく、前の県道が拡張した際に田んぼを造成して原形が無くなったのかと思う

んですけど、そこは申請者に確認をして、里道部分は払い下げの申請の準備をしてい

るということで、施工の際には里道も含んで工事する形になるということでございま

す。 

 

議   長 
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他にご質問ないでしょうか。 

（ありません。） 

この案件、承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

続きまして議案９号ですが、議席番号８番 佐藤 孝雄委員より説明をお願いしま

す。 

 

８番 佐藤 孝雄 委員 

議案１２号についてであります。 

渡人と受人は祖父と孫の関係で、おじいさんの土地に孫が家を建てるという申請で

ございます。 

隣地同意などの手続きはすべて整ってありますので、別段問題はないと思います。 

よろしくお願いします。 

 

議   長 

それでは、この案件につきまして、ご質問がある方お願いします。 

ご質問ないでしょうか。 

（ありません。） 

この案件、承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

 

■日程 第５ 「農地法第５条の規定による所有権移転の許可申請について」 

（議案第１３号～１７号 ５件） 

議   長 

続きまして、日程第５ 農地法第５条の規定による所有権移転の許可申請について、５

件あります。事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 

日程第５ 農地法第５条の規定による所有権移転の許可申請について、議案朗読説

明。 

 

議   長 

議案１３号について、議席番号４番 大野 重利委員より説明をお願いします。 

 

４番 大野 重利 委員 

それでは、説明を致します。 

挾間町三船、地図は２６ページからをご覧ください。 

一般住宅の建設ということでありまして、排水なども確認をしましたが大きな川に

面しており問題はないかなと思っております。以上です。 

 

議   長 

はい、今説明が終わりましたけど、この案件につきまして、ご質問があればお願い

します。 
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質問はありませんか。 

（ありません。） 

質問がない様でございますので、この案件 許可相当と認める委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 許可相当と認めます。 

 

続きまして議案１４号ですが、議席番号６番 式田 信一委員より説明をお願いし

ます。 

 

６番 式田 信一 委員 

議案番号１４番について説明いたします。 

受人の由布市の商工会ですが、あそこは非常に車の置場がないということで、渡人

の土地を買い受けて駐車場にしたいということでございます。 

場所は、すぐ近くにオアシスがありますが、オアシスの右手の鉄塔が建っていると

ころです。あそこの土地を駐車場にしたいということでありまして、両サイドに水路

が付いており、駐車場の雨水なんかの排水もいいんじゃないかと思います。よろしく

お願いします。 

 

議   長 

はい、今説明が終わりましたけど、この案件につきまして、ご質問があればお願い

します。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

質問がない様でございますので、この案件 許可相当と認める委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 許可相当と認めます。 

 

議案１５号ですが、議席番号６番 式田 信一委員さんより説明をお願いします。 

 

６番 式田 信一 委員 

それでは１５番について説明いたします。 

渡人のAさんは私と同級生なんですが、昔から大分市の方の会社に勤めていて田の管

理なんかは人に頼んでました。それでもうどうしようもならないということでござい

ます 

もう一人のBさんはちょっと病気をしてもう農業ができないということで、たまたま

受人の土建屋さんが買い受けて残土置き場にするということで、売買で話がまとまっ

たとのことです。 

よろしくお願いします。 

 

議   長 

はい、今説明が終わりましたけど、この案件につきまして、ご質問があればお願い

します。 

 

（３番 髙田 英 委員より挙手有り） 

 

髙田委員さんどうぞ。 
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３番 髙田 英 委員 

申請事由が残土仮置き場となっていますが、これ何の残土ですかね？ 

 

事 務 局 

工事残土ですね。 

 

３番 髙田 英 委員 

それならこれは一時転用ではだめなんでしょうか？ 

 

事 務 局 

申請人に確認したんですが、一時的に置くわけではなくて、現在窪地になっている

のを埋め上げて、工事後に一時的に置いて、また捨てる場所に持って行くというのを

繰り返すというような、資材置場と言えば資材置場かなとも思うんですが、申請者の

書き方に従ったんでこういう書き方になっているんですが。 

まぁ、恒久的に土を入れて出してを繰り返すということで一時転用ではなく恒久転

用としています。 

 

３番 髙田 英 委員 

そうですね、資材置場じゃないのかなとも思ったんですけど、ようするにそういう

ことやね。 

 

議   長 

他に質問はありませんか。 

（ありません。） 

質問がない様でございますので、この案件 許可相当と認める委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 許可相当と認めます。 

 

議案１６号ですが、議席番号４番 大野 重利委員さんより説明をお願いします。 

 

４番 大野 重利 委員 

それでは、説明を致します。 

これも挾間町古野、渡人から大分市の不動産会社へということで、位置図は４０ペ

ージをご覧ください。 

１１区画の分譲地を作るという申請になっております。排水等の確認もやってきま

したが、分譲地なんで各家庭から浄化槽を経由して排水するということで問題ないか

なあと思いました。以上です。 

 

議   長 

はい、今説明が終わりましたけど、この案件につきまして、ご質問があればお願い

します。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

質問がない様でございますので、この案件 許可相当と認める委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 
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挙手多数の為、この案件 許可相当と認めます。 

 

議案１７号ですが、議席番号９番 佐藤 一富委員さんより説明をお願いします。 

 

９番 佐藤 一富 委員 

はい、説明します。 

資料の４４ページから見てもらえればわかるんですけど、先般から赤野の菊屋の上

のところ、お寺の近辺が開発、開発で毎月のように上がってきているんですが、もう

住宅街に変貌しようとしていてどうしようもないかなと思いますので、よろしくお願

いします。 

 

議   長 

はい、今説明が終わりましたけど、この案件につきまして、ご質問があればお願い

します。 

 

（３番 髙田 英 委員より挙手有り） 

 

髙田委員さんどうぞ。 

 

３番 髙田 英 委員 

目的が一般住宅及び資材置場用地と書かれてありますが、この方は何か事業をされ

ているんですか？ 

 

事 務 局 

申請人は大工さんだそうで、申請地の道路側にある宅地の家を解体して、それと一

体的にこの2筆を買って家を建てたいとのことです。大工さんという事業者であるので、

建築資材とか車両があるので広い宅地が必要ということでこういう申請で出てます。 

 

３番 髙田 英 委員 

わかりました。 

 

議   長 

他に質問はありませんか。 

（ありません。） 

質問がない様でございますので、この案件 許可相当と認める委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 許可相当と認めます。 

 

 

 

■日程 第６ 「農地等の買受適格者証明願について」 

（議案１８号～１９号 ２件） 

議   長 

日程第６ 農地等の買受適格者証明願の発行について、２件あります。事務局より説明

をお願いします。 

 

事 務 局 
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日程第６ 農地等の買受適格者証明願の発行について、議案朗読説明。 

 

議   長 

それでは、今説明がありましたが、事務局から補足説明などはありますか？ 

 

事 務 局 

大丈夫です。 

 

議   長 

では、この案件につきまして、ご質問があればお願いします。 

 

（５番 江藤 国子 委員より挙手有り） 

 

江藤委員さんどうぞ。 

 

５番 江藤 国子 委員 

すみません、１９号は税金払わなかったからこういうことになったのかなと思うんです

けど、１８号はどういう経緯でこういうことになったんですか？よくわからなくて。 

 

事 務 局 

１８号は破産による差押からの競売ですね。１９号は国税局の案件なので税金の滞納で

すけど。 

 

５番 江藤 国子 委員 

じゃあここにある譲受人の人がこういうところを・・・。この人が破産したわけではな

いですよね？ 

 

事 務 局 

まぁ、１８号については受人のお父さんが破産をすることになって、土地を差押されて、

その子供さんが購入しようということで申請が出てきてる案件です。 

 

５番 江藤 国子 委員 

これが終わったら今度は購入かなにかになるんですか？ 

 

事 務 局 

この議案が入札の参加資格になるので、農業委員会を通して承認を貰わないと入札に参

加できないということになるので、今回この方以外の申請が出ていない状況からおそらく

この方が落札するということになるとは思いますが。 

今後入札して落札したら名義変更できるという感じですね。その時には通常の３条許可

申請は出さずに、もうここで３条の基準とかは審査してるので、事務局処理で許可書を出

して所有権移転を行うということにあります。 

 

５番 江藤 国子 委員 

わかりました、ありがとうございます。 

 

議   長 

他に質問はありませんか。 

（ありません。） 
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質問がない様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件承認いたします。 

 
続きまして、議案１９号についてご質問があればお願いします。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

質問がない様でございますので、この案件 承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件承認いたします。 

 

 

■日程 第７ 「非農地証明の発行について」 

（議案第２０号～２５号 ６件） 

議   長 

日程第７ 非農地証明の発行について、６件あります。事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 

日程第７ 非農地証明の発行について、議案朗読説明。 

 

議   長 

今、説明が終わりましたけども、議案２０号につきまして、ご質問がある方はお願い致

します。 

質問ないでしょうか？ 

（ありません。） 

それでは、議案２０号の案件 採決を致します。現地の状況から判断して、申請地は農地

に該当しないという事で、非農地証明を発行してよいと思われる委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 非農地証明の発行を決定致します。 

 

続きまして、議案２１号につきましてご質問がある方はお願い致します。 

質問ないでしょうか？ 

（ありません。） 

それでは、議案２１号の案件 採決を致します。現地の状況から判断して、申請地は農地

に該当しないという事で、非農地証明を発行してよいと思われる委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 非農地証明の発行を決定致します。 

 

 

続きまして議案２２号ですが、髙田 英委員が議事参与制限を受けますので退席を

致します。 

 

（３番 髙田 英委員 退席） 

 



 

 

14 

 

それではご質問がある方はお願い致します。 

質問ないでしょうか？ 

（ありません。） 

それでは、議案２２号の案件 採決を致します。現地の状況から判断して、申請地は農地

に該当しないという事で、非農地証明を発行してよいと思われる委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 非農地証明の発行を決定致します。 

 

髙田 英委員 お入りください。 

 

（３番 髙田 英委員 着席） 

 

髙田委員に報告致します。 

挙手多数で、この案件非農地証明の発行を決定しました。 

 

３番 髙田 英 委員 

ありがとうございました。 

 

議   長 

続きまして、議案２３号につきましてご質問がある方はお願い致します。 

質問ないでしょうか？ 

（ありません。） 

それでは、議案２３号の案件 採決を致します。現地の状況から判断して、申請地は農地

に該当しないという事で、非農地証明を発行してよいと思われる委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 非農地証明の発行を決定致します。 

 

続きまして、議案２４号につきましてご質問がある方はお願い致します。 

質問ないでしょうか？ 

（ありません。） 

それでは、議案２４号の案件 採決を致します。現地の状況から判断して、申請地は農地

に該当しないという事で、非農地証明を発行してよいと思われる委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 非農地証明の発行を決定致します。 

 

続きまして、議案２５号につきましてご質問がある方はお願い致します。 

 

（３番 髙田 英 委員より挙手有り） 

 

髙田委員さんどうぞ。 

 

３番 髙田 英 委員 

資料７６ページの写真なのですが、薄く丸をしているところが申請地でしょうか？

というのが、産業廃棄物みたいなものがあってそこに丸をしているように見えるので

すが、これどこが山林化しているという部分ですか？ 
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事 務 局 

えー、写りが非常に悪いんですけど、そのごみを置いているところではなくて、こ

の竹藪のところがもう近づけないぐらい密度が高かったんですけど、この写真を撮っ

ているのは75ページの字図で言うところの397番の畑があると思いますが、その右にあ

る里道との交差する点付近から写真を撮ってます。なので、今写っている竹藪は441

番2の畑なんですが、これが申請地の手前で完全に竹林化していて全く申請地に近寄れ

ない状況であったので、近接の写真が取れなかったんですがどう見ても非農地化して

いるということです。わかりにくくて申し訳ないんですけど。 

 

議   長 

他に質問ないでしょうか？ 

（ありません。） 

それでは、議案２５号の案件 採決を致します。現地の状況から判断して、申請地は農地

に該当しないという事で、非農地証明を発行してよいと思われる委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 非農地証明の発行を決定致します。 

 

 

■日程 第８ 「農用地利用集積計画の決定について（貸借権設定）」 

（議案第２６号～３８号 １３件） 

議   長 

日程 第８ 農用地利用集積計画の決定について（貸借権設定）１３件あります。事務

局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 

日程 第８ 農用地利用集積計画の決定について（貸借権設定）、議案朗読説明。 

 

議   長 

それでは、議案２６号から３２号の案件につきましては継続の案件でありますので一括

して質問を受けたいと思います。ご質問があればお願いします。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

それでは、質問が無いようでありますので、この２６号から３２号の案件を承認される

委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして、議案３３号からは新規の案件です。 

ご質問があればお願いします。 

 

（３番 髙田 英 委員より挙手有り） 

 

髙田委員さんどうぞ。 

 

３番 髙田 英 委員 
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３条の時の議案３号の受人と、ここの借受人は同じ人ですよね？経営面積が違うんです

が、これはどこからの数字になってるんでしょうか？ 

 

事 務 局 

利用権の方は農地台帳の面積を拾って議案を作ったんですが・・・。 

この方は３条で申請した土地が前から借りていた土地だったので、その分ひいてから経

営面積に入れたのかもしれませんが・・・。 

 

３番 髙田 英 委員 

まあいいです。確認しておいてください。 

 

議   長 

他に質問はありませんか。 

（ありません。） 

それでは、この３３号の案件承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして、議案３４号の案件につきまして、ご質問があればお願いします。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

それでは、この３４号案件承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして、議案３５号の案件につきまして、ご質問があればお願いします。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

それでは、この３５号案件承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして、議案３６号の案件につきまして、ご質問があればお願いします。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

それでは、この３６号案件承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして、議案３７号の案件につきまして、ご質問があればお願いします。 

質問はありませんか。 

（ありません。） 

それでは、この３７号案件承認される委員の挙手を求めます。 

（挙手 多数） 
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はい、ありがとうございます。 

挙手多数の為、この案件 承認致します。 

 

続きまして、議案３８号ですが、私が（議席番号７番 縣 次男委員）、会議規則

第１２条により議事参与制限を受けるので退席になりますので、副会長お願い致しま

す。 

 

（ 議席番号７番 縣 次男委員 退席 ） 

 

副 会 長 

議案３８号について、新規の案件です。質疑を受けたいと思います。 

質問はありませんか？ 

（ありません。） 

はい、質問が無い様でございますので、この３８号の案件 承認される委員の挙手を

求めます。 

（挙手 多数） 

はい、ありがとうございます。 

挙手多数でございますので、この案件 承認致します。 

 

縣 次男委員、お入りください。 

 

（ 議席番号７番 縣 次男委員 着席） 

 

縣委員さんに報告致します。挙手多数で、承認となりました。 

 

７番 縣 次男 委員 

皆さん、ありがとうございました。 

 

 

■日程 第９ 「その他」 

（議案第 - 号 １件） 

 

議   長 

以上で、日程の議案審議は終了ですが、事務局からその他があればお願いします。 

 

事 務 局 

すみません、事務局からその他ということで、お配りしている資料の中に下限面積の資

料があると思いますが、それについてちょっと説明をしたいと思います。 

通常下限面積については毎年３月に見直しということで議案を上げていますが、今年は

その前の２月に説明をして皆さんの意見を受けたうえで来月に議案を上げたいと思いまし

て今回ちょっと時間をいただこうと思います。 

では資料に沿って説明をしていこうと思います。 

下限面積の見直しなんですが、資料１ページ目の上にあるように下限面積というものは

農地を取得する３条申請の要件の一つである経営面積のことでありまして、現在はご存知

の通り５０a、５反で運用されております。それで、まず５反というものが法律に記載のあ

るものになるのですが、農地法の施行規則の中に地域の実情に応じて別段の面積を定める

ことが出来るとなっておりまして、これがいわゆる下限面積の見直しということになって

おります。 
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資料の２ページ目をお開きいただいて、農林水産省の資料なんですが下の方の四角の中

に下限面積要件とありまして、原則都府県は５０a以上ですよとなってます。ただし、右枠

にある特例として、農地法施行規則第１７条に２つの特例があります。第１項は平均規模

が小さい地域は別段の面積を設定できますというもの。第２項は担い手が不足している地

域は設定できますというものがあります。このどちらかに絡めれば面積を下げることが出

来るという要件となっております。 

まず第１項の平均規模が小さい地域というのは、自然的経済的条件から見て営農条件が

おおむね同一の地区において、区域内で別段の面積未満の農地を耕作している者の数が４

割を下回らないように１０a以上の面積で設定できるとなっております。 

なかなか書きぶりが難しいかと思いますけど、例えば由布市という区域内において５０a

未満の農地を耕作する人が６０%いた場合、下限面積を満たせる人が少ないので下限面積を

引き下げましょうという話です。それで４０a、３０aと下げていったときに、例えば３０a

未満の面積を耕作している人が３０%になったとなると４割を下回ってしまうので３０aに

は設定できません。ですので４０aにした時に４割を下回らないのであれば４０aで設定で

きますという意味合いの要件です。基本的には別段の面積未満、現在で言うと５０a未満の

面積を耕作している者が多くいないとここでの設定は難しいかなという要件になっており

ます。 

第２項の担い手が不足している地域については、①遊休農地が相当程度存在する地域に

おいて、②小規模農家の増加により農地の効率的かつ総合的な利用に支障を及ぼす恐れの

ない場合、に任意の面積で設定が可能です。つまり、新規就農者の受け入れ促進により遊

休農地の有効活用を図るという観点から設定することが出来るものとなっております。 

この２つの要件のどちらかが使えますよということなのですが、資料の３ページの方に

現在の大分県内における各市町村の設定状況を一覧にしております。そこそこ下げている

ところが多い状況ではあるんですが、由布市と同じ５０aを使っているところとしては、中

津市の一部、豊後高田市の一部、杵築市、宇佐市の一部、国東市というあたりです。その

他は４０aから３０aが多い感じです。まぁ、部分的にかなり下げている市もあるような状

況があります。 

資料戻っていただいて１ページ目ですが、１ページ目の下のところ、メリット・デメリ

ットの話になりますが、別段の面積を設定するメリットとしては下限面積が下がることで

農地の取得が容易になること。そして、容易になるということは新規就農がしやすくなる

ということ、つまり農業者の増加につながるというメリットが一般的には考えられます。

また、農地の流動性について、所有権の移動がしやすくなりますので耕作放棄地の減少に

つながる可能性があるということが一般的にメリットとして言われております。 

逆にデメリットとして、今まで農地を取得できるのは農家さんじゃないと難しいとして

いたのが農家以外の方が許可要件を満たしやすくなるということで、資産目的、不動産目

的、また開発目的での農地所有の可能性が高くなってしまうこと。また、小さな農地から

でも経営が出来る状況にはなるんですが、逆に農業経営が小規模になることによって経営

が不安定になりやすい、つまり経営が辞められやすいというか、始めたはいいけどうまく

いかないときに辞められやすいという状況になるかなという危惧はあります。また、農地

の所有権の分散化を招き担い手への農地集積への影響、最近の農政では担い手への農地集

積がかなりフォーカスされてますので、いざ集積しようとしたときに権利が分散化されて

いると支障をきたす可能性があるということが一般的に言われております。 

ここら辺を加味して由布市としてどうしていくのかという議論をしなければなりません。 

 そして、資料の４ページ目ですが、先ほどの第１要件、第２要件といった中の第１要件

の方、平均規模が小さい地域についてですが、昨年の２０２０年農林業センサスの結果が

出ておりまして、由布市内の経営面積５０a未満の経営体の割合というものが出ております。

由布市においては現在の下限面積である５０a未満の面積を耕作している割合が２２．５％

で、旧町ごとに見たときも２５％～２０％という状況となっておりますけれども、第１要
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件については先ほど説明したように今の下限面積以下の面積を耕作しているものが４０％

以上いないと設定ができないので、今回この状況から由布市においては設定基準第１項の

設定は難しいのではないかなということで事務局としては判断しております。 

ですので、やるとすれば第２項の要件、担い手が不足している地域の方の要件に絡める

しかないかなというところではあるんですけど、いろいろ難しい話ではあると思うんです

が、まぁ下げるか下げないかについて今回皆さんの忌憚ない意見を聞かせて貰えたらとい

うところで今日はお時間をいただきました。よろしくお願いします。 

 

事 務 局 長 

何か意見とか考えがあればお願いします。 

 

５番 江藤 国子 委員 

農業委員になって最初の頃によく質問されたのが、このデメリットの一番上の農家じゃ

ないけど不動産目的で買って何年かしたら家建ててもわからないんじゃないの？って何回

か聞かれたことあるんで、むやみやたらには下げない方がいいんじゃないかなと思うんで

すけど。 

あと、新規就農の人が入りやすくなるとは言っても、由布市って新規就農の人は呼ぶけ

どそのあとの面倒はあまり見ないから、就農がしやすくなってもいい結果にはならないん

じゃないかなって思います。 

 

事 務 局 長 

その他にご意見はありますか。 

 

３番 髙田 英 委員 

今言われたデメリットの不動産目的っていうのは下限面積をかなり下げたときにはあり

得るかもしれませんが、４０aぐらいにした時にそれがあり得るのかと考えると、どうでし

ょう？ということを私は感じます。 

それとデメリットの２番目、経営が小規模となることで不安定になりやすいということ。

これは水稲に限ればそうかもしれませんが、最近は県も畑地化を目指していろいろしてい

ます。そういったところを加味してメリットの方が大きいんではないかなと私は思うんで

すが、どうでしょうか。 

 

事 務 局 長 

髙田委員の言われるように、今日はあくまでも参考の意見を聞いてるだけですが、たし

かに苺なんかは２反ぐらいで経営がある程度成り立つのかなというのは事務局でも思って

いるんですけども、今田んぼの値段が荒廃農地とかも多くなって下がっていますよね。そ

うしたときに、土建業の方とかがまとめて農地を買ってそのまま荒らして非農地化してい

ずれ農地以外になるというのが考えられなくもないという不安も事務局としてはあります。 

けれども、皆さんのご意見を聞きなが４０a、３０aに下げた方がいいという意見が多け

れば、そういうのを参考にして来月の総会にかけたいということなんです。 

 

３番 髙田 英 委員 

すみません、もう一言言わせてもらうと、下げたところの市町村には何もアプローチは

かけていないんですね？つまり３反にしたところは５反から変わった中でどう変わってい

ったのか、４反に下げたところはどう変わっていったのかというものがあればもっと皆さ

ん判断しやすいのかなと思うんですが。 

 

事 務 局 
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まだそこら辺については聞き取りとかはしていないので、意見として承っておきます。 

 

３番 髙田 英 委員 

まぁ、私は農業者じゃないので、もっと皆さんから意見を言っていただきたいですけど。

例えば一富さんとか改良区の視点からね。 

 

事 務 局 長 

一富さん、土地改良区として何かあれば。 

 

９番 佐藤 一富 委員 

そう言われてもなぁ。 

その、私よくわからんのやけれども、下限面積を下げるということと農業者という

のはちょっと違うんじゃないかなと思うんじゃ。 

今うちの方でも問題が起きているのは、どう言ったらいいか…。これをあんまり下

げると、今相続でも問題が起こってるんだけど、兄弟喧嘩して家の中がバラバラにな

ることとかあるわな。それに付け込んで、あんまり下げると業者が入ってくるのが見

え見えになるような場合もある。もう、その辺が一番心配になるんだけど。さっき局

長も言ってたようにそういう業者はやりっぱなしにして宅地に持っていこうとするっ

ていうのがうちの方でわかるんだけどね。それが一番怖い。 

特にその、庄内の方はあまりないかもしれないけど挾間の方はどうかすれば、下限

面積を下げることでぽっと買って１～２年農地をする、そのあと荒らしておいてぽっ

と農地から変えるっていうのが目立つような案件もある。そして必ずそういうので売

買するとそのあと地域で新しい人ともめごとが起こる、実際起きてるところもある。

地域差もあるんだろうけど。 

だから、そのへんがあるから、私としては５反というのは当分そのままにしとった

方がいいんじゃないかなという気持ちもある。 

 

３番 髙田 英 委員 

現実的には耕作放棄地って増えてますよね？どうですか？ 

 

事 務 局 

現実的には増えてますね。 

 

３番 髙田 英 委員 

高齢化も進む中で、私も仕事柄あちこちに行ったときに、もうただでもいいから貰って

くれないかっていう人も多くて、維持管理するのも大変だということで。そういう人が結

構いるんですけど。 

 

事 務 局 

下げることでの新規就農の促進という観点で、これは担当としての意見なんですけど、

僕が3年ぐらい担当してきて、新規就農したいけど下限面積に引っかかってできないってい

う例はほとんど無かったんですよ。 

下限面積に引っかかってどうしようもない時っていうのは、身内間で土地を動かしたい

とき、例えば相続で兄弟３人の共有持ち分にしたけど一人が遠方だから地元にいる兄弟に

譲りたいんだっていう時に、共有にしてしまったもんだから誰も下限面積を満たせなくて

にっちもさっちもいかない、となるパターンが一番多かったです。 

新規就農は、施設園芸の時は別なんですけど、最初は利用権で借りて経営が軌道に乗っ

てから5反を超えて購入するパターンが何件かありました。なので、新規就農できないって
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いうパターンになるのはあまりあり得ないかなと個人的には思っています。 

先ほどの身内間での場合、兄弟とか親戚の間での所有権移転というものをどこまで見て

あげるかという話になるかなと思います。まぁ、そこは３条申請が想定しているメインの

ところとはずれてしまうのかなと思うんですけど。 

 

３番 髙田 英 委員 

資料に竹田市は農振に入っているところは４反、農振外は3aってなってるけど、えらい

極端な感じやけど、これなんか農振内外で分けるみたいな考え方もありなんですね。 

 

事 務 局 長 

竹田は特殊でしょうけど、さっき言われたように高収益作物については考えなければい

けないかなと事務局も思っています。例えば作る物が高収益作物の場合は２０aでいいです

よとかいうのは他の自治体もしてませんので、なかなか決めづらいというのはあるんです

けれども。 

まぁ、農業委員さんとすれば正直言って農地を守る立場ですので、マッチングとかをし

てなるべく農地を荒らさないように、売らないようにというふうに守っていただきたいと

いうことが国の施策であって、農転はあくまでも目的ではないので、下限面積については、

審議は来月するんですけど、５０aからいきなり３０aとかに下げるんじゃなくて４０aで様

子を見るとかそういうやり方じゃないと、５０aというのを一旦崩してしまうと農地が無く

なるというか、今1年間で転用と非農地で農地が約10ha減っています。ここ１０年で100ha、

農地から農地以外に変わっています。だからこのままずっと行けば由布市の農地が少なく

なる、農転と非農地で減ってきているのは確かなんですよ。それを守っていただきたいと

いうことで人農地プランとかの手助けで農業委員さん・推進委員さんの活動を活発にして

いただいてなるべく荒廃農地なんかを減らしていってもらいたいということが国県の施策

になっていますので、見直す方向で考えてもいいんですけれども、来月総会にまたかけま

すので、その時までに皆さんの意見をまとめながら考えたいと思います。 

農業委員会とすれば農地を守る立場での考え方で、農転とかそういうのが目的ではない

ということが国県の施策として出てますので、そういうことを加味して来月まで考えてい

ただきたいということで。いきなりこのことを来月の総会で出してもなかなかまとまらな

いと思いますので。 

先ほど言ったように事務局とすれば、高収益作物についてはちょっと見直したいなと思

っています。たしかに新規就農で苺とかああいう施設園芸についてはやりたいという方も

いますので、そこを加味しての下限面積の変更ということで考えていただきたいと思って

おります。 

 

９番 佐藤 一富 委員 

ちょっといい？ 

農業委員会で言うことじゃないかもしれないけど、新規就農、新規就農っていうけど、

由布市で新規で入ってきて本当に農業を継続してる、補助金なしで生活できてる人がどれ

くらいいますか。 

 

議   長 

そりゃあんまいないだろう。 

 

９番 佐藤 一富 委員 

だからおかしいって言うんよ。 

補助金が出る間はやりますよ、けどふたを開けてみたら借金だらけで姿も見えなくなっ

てる。これが現実じゃないのかなと思う。 
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よく市が梨の方とかでなんとかファームとか横文字を使ってるけど、実質それでほんと

に新規就農になるのか。今言われたようにほとんどいないだろって。そういうのをしっか

りと、なんていうか、そういう施設で2年ないし3年ぐらい新規でやりたいという人を育て

てから、荒廃地とかそういう所にするべきじゃないのかなと思う。 

新規就農って言ったらはいはいって補助金ばっかり出して、3年経ったら姿も見えない。

これはちょっとおかしいと思いますよ。農業委員の立場でいうのは悪いかもしれないけど。 

そんなお金があるんなら、そういう学校をしっかり作って最低でも3年ぐらい、苺でもな

んでも。ド素人が苺作ってちゃんと作れますか？私なんかが百姓しながらキュウリ作るの

でも、曲がったりして売るようなものは作れないんだから。だからそういう基礎的なやつ

を考えないといけないんじゃないかなと私は思う。 

 

５番 江藤 国子 委員 

施設園芸をしてる人にはやっぱり50aっていうのは多いのかなっていう気がするから、他

のところはないかもしれないけど由布市だけ但し書きして、いいんだったらそれでいいん

じゃないかなって、国とか県に確認していいんだったらその方がいいんじゃないかなって

思います。 

 

事 務 局 

それはですね、先ほど説明した第1項と第2項の要件で設定することになっているので、

その但し書きというのは難しいんじゃないかなと僕は今思っているんですけど、一応調べ

てみます。 

 

８番 佐藤 孝雄 委員 

今新規就農の話が出たけどな、前々回ぐらいに農政課が来て、新規就農を推進しますと

かいう話をしてたわな。まぁ、農業委員会は関係ないかもしれんけどな。 

あの時、話して推進をしますと言ってたけど、今どうなってるの？増えてるのか横ばい

なのか。いや分からないなら分からないでいいけど。要するに、あの時私が言ったのは新

規就農を推進するなら推進してもいい。しかし受元の対応、指導員がどれくらい居てどう

なってるのかと。その時は検討しますって言うことで終わっているけど、何か話が進んだ

のかなって。それをちょっと聞きたいんだけど。分からないならもういいけど。 

 

事 務 局 長 

新規就農に関しては、件数とかは農政課の方が把握しているし、補助金も3年ぐらい出る

というのはわかるんですけど、詳しいことは正直言って農業委員会が担当じゃないので新

規就農についてはお答えが出来ません。 

先ほど髙田さんからも言われたように、他の市町村の下げたときのメリット・デメリッ

トは来月までに聞いておきたいと思います。それと江藤国子委員さんが言われたように、

私も園芸についてはちょっと下げた方がいいのかなと思う所もあるんですけど、さっき事

務局が説明したように園芸についてはという要件がないものでなかなか別扱いしにくいと

いう所がありますので、そこら辺を来月の総会までに事務局で整理しまして、来月の総会

で皆さんの意見を聞きながら下げるのか維持するのかということを協議したいのでそれま

で意見を考えておいてください、ということで今月はお願いしたいと思います。 

 

 


